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（19571i．IF．9∫J　20　Fl・受理［D

　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　2。　自然区：金くド1然「1艮の状態に雌いて讐理する。

　　　　　　　　緒　冨　　　　　3，即剛醐はIIII然状態．夜1田q1没より。の禺

　菜種は低温に遭遇することにより花芽分化が促され，　　　－ckで）は100W電球を1mのi毬｝1さより終夜照射した。

抽苔・開花は陶温によつて促遜される。日長効果には中　　　　以1：の三三区な14iり，1区に5鉢宛を用い1鉢には1．　“fiil

性植物であつて，感温性を有するが感光性は認められな　　　1殉iを生育させたc、
　　　　　　　（1）Cd）
いと報告されている。然しながら菜種のム［二育途lr．におい　　　　口長処」：lil開始は1954｛1三9月251：1の本藥2葉を坐じた蒔

て，ある時期にあつては感温｛生が強いようで，叉ある1晦　　　より・10月25N漁1箇月問㌶弧次を覆施した。次に越冬

期には感光性があるとも考えられたので，筆者は霊とし　　　のため鉢を露地の：h中に堀め冬かこいし，この期間は日

て日長にっいてその難異が，菜種の畿育並に子実の収穫　　　畳処理が困興1農であるので中止した。

燈に｝如何なる影響を及ぼすかを実験調査し，苔：F得る　　　　至1盤春1955年3月17日窯気もやわらいだので鉢を掘出

処があつたので鮫にその結果を報管するo　　　　　　　　　　し，第2次i羅畏処哩を開始し以後η窯熟収穂期迄引続きご

　本実験を行うにあたり碑懇篤なる御指尊と御校閲を賜　　　れを実施した。測箆は各区5鉢5個体につ毒行いそれぞ

わつた本学部教授田口兜平1導士並に含油徽の測定を担儀　　　れ平均楠を求選）たo

下された岡教授研究蜜の西村善次氏に対して，厚く感謝

の意を表する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　案験結果及び考察

　　　　　　　実験材料及び方法　　　　　　　　　　工・生育日数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縫林16号の特性は，やや早鷹で轡播性が商い品種とさ
鰍・購眼蟹漁こおV’環磁培酬の多い，B・　れ鯉1ま曜で瀦儀つの帳邸】，、比榔おいて，

醐P肥維の難麟1曙髄用v’瀬子は酬大　禰形劇製汲び開花始には火麹な、、が，眼帳曜
学繍瞠燗殿場において蛸したもの鞭肌た・　蛉1燗が繍され，灘1側が麟醐こ・触るf餉があ
直径21・mの跡鍵肺’・ll巴1聰1鋼り轍ア　り（第1表），燗日によつて生育1欄力・雌され，成

ンモ＝ヤ゜・75G「’過燐酸舐゜・45G「°塩働1里゜・25　1糊1磯腿れるようである。前）i“の珈鞭は畷に

Gr°麟石凧5G「麟｝1巴として施肌，麗に1955年　は，F，lf，1｝作物と云われてV（1器，生魍、則」においては幾

3　El　17　Hに1鞘り轍アン准ヤ1G「ずつを追肌　頒昨物ll勺雄il鱒繍ように留，、騒。
た。

　播種は1954年9月10日植木鉢に癒播し・次の各区に区　　　　　　　第1表　口長処理による菜種の生育r1姿文

鑑鴇購総騰・1慨麟蝶堂
張り暗箱）をもつて被覆した。　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
＊　本報告の大要は第115回日本作1吻学会において昭‘＄n

　　32年4月に発表した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
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正・ec　ec　　　　　　　　　　　　寝1
　花曹形成後気温の上昇に伴い抽苔を開始し，4月上句　　　　蓼　G激13／17　3／27　4／7　4／17　4127　5’7

より茎は急速な生長をなし，4月下句畷よりは各処理別
の間に，草丈につき明らかな差異を生じてくる（第1図）。　　　　　　第2図　日艮処理による分枝の状況

る。長日による草丈の伸畏は，侵口操作により生殖生畏　　　　　　　第2識　菜種の収鍬に及ぼす臼侵の影響

が幾分促進され，それに伴つて茎の伸畏が盛になつたた
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草　堀5％鬼　鬼　　　　　tl7騒％漏堀舛，宿．も7’t
匁巳物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子実重量は自然区より遙かに多いことがわかる。これは

　　　　SU　1図　日長処理による草丈の伸長　　　　　　　子実の稔実度において自然区より畏日区の方が優ってい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものと考えられる。乾茎重も子実重に比例している。

皿。分枝（Pt－一次分被）　　　　　　　　　　　　　　　　　次に根部の発育状況を見ると，短同区においては乾茎

　長日区において分枝数最も多く，自然区はこれにつぎ　　　：重に比例して減少しているが，自然区においては最もIT［

長日区との差は僅少であり，短日区においては最も少な　　　く，長日区においては自然区より少ない。菓種は根部に

かつた。短日区に最も少ないのは，短日操作による受光　　養分を貯えることが少ない作物であるので，長日区にあ

愚の少ない事に影響され他区に比し草勢が劣り，従つて　　つては地上部の発育旺盛のため，根部における太い主根

：　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　髄　築験区の符号は第1蓑に同じ。

：　　：　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　子裳の収穫鍛を左右する矯漢数は短日区最も少なく，

り．l　　　　　　　g，　　　　55s，1．1，，，　　　自然区と長日区は殆んど同数であつた。然るに侵田区の
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の発達より，養分吸収に必要な細かい支根の発育が良好　　　　4．子実の収穫姓と口長との関係を見ると，短1ヨ区は

となり，比較的根部がll蚤量であつたものと思われる。又　　　最も少なく，肉然区はこれにつぎ，長口区は最も多かつ

轡然区においては三1三根の発育が盛であつたため，根部の　　　た。短旧区に最も少ないのは短旧による問化物質の生産

重量が最も多いのではなかろうかと考えられる。何故自　　　鐙血桑下によるものと思われ，甚1：1区に多レ・のは炭素岡化

然区は主根の発育が良好であつたかは木実験の範囲では　　　作用が盛iんなことにより問化物質の生f鍛』il二が増大し，一

判明しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方摂i三1条件によつて生殖生長力鼠促進され，子実稔実に女：｝

　乾物重全体より見ると短日区最も少なく，白然区はこ　　　影響がもたらされたも．のと思われる。

れにつぎ，掻日区においては最も大きい。　　　　　　　　　　5。　子僕の含油率は畏口区において鍛も高く，自然1菰
　　　　　（2）
　坐殖生提率は各日長区とも殆んど同様であつた。　　　　はこれにつぎ，短lll区は最も低かつた。

　以上検討してみたのであるが，通じて短「1区は草丈に

おいて他の区より1帳したが，：輪の鮪及び穣の収　　　　　ge考文献

繊との最砂ないのは・無1「1鯉ilによる受．雌α沙「，：iRい　1．｝・・f川鰍・他5．名：f午ζ物の∠k敬k熊，222（1955）

ため，　「酬ヒ物質の生産最に減少を生じたものと考えら　　　2．　｝．ll口亮平：松1．1．Vl！き大報，（4），33（1950）

れ，畏口区のように草体・子実近共に他［甦：に優るもの　　3．農1細支術協会副！き作物ll｛融解i該色，336（1955）

は・樹；1による嬬搬llによつて剛ヒ物質の劣酵：Silllに1獣　 4．｝澗漱・・脳紀・1．l　l織121（1），47（1952）

を生じ，一方では生躍｛生長が促進され子塗1の稔実に好影

響をもたらし収穫嶽が全般的に増大したものであろうと　　　　　　　　　　　Summary

考えられる。

V，子鍵の含油難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　The　rape（Norin　No・16）was　cultivated　for

　日畏処理により生産された魯区の子実につき，ソック　　　　this　test　under　variQus　lengths　of　daylights　and

スレーにより脂肪を定蹴した処，策3表のような成績が　　　　　theh’effects　on　it＄　growth　and　yield　were

褥られた。即ち含油率は畏日区が般も榔く，白然区はこ　　　examinecl・

れにつぎ，短日区において鰍も低いという結果であつた。　　　2・　Agreat　difference　was　not　seen　between　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P董ots　of　clay・－len霧th　at　the　t｛me　of　formation　of

　　　　　　　第8巌　子実の含油激　　　　　　　　　　　　　flower　buds　aad　at　the　be蔀nnin暮of　flowerin9，

定童別
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含． @油　％（風乾）　　　It　wa・f°und・h・wever，　th・t　at　th・tim・

No．1

18．5

23．4

24，9』

No．2　　No．3

18．1

32．4

32，5

17，6

31．1

33．　0

一　　　　　　　　　　　〇f　r三pen至ng　th色　Ion竃er　the　length◎f　daylight

坐均　　th。　q。i。ker　th，　gr。wth，　L　e．　th，　number。f

王8．1　　d・y・。f　g・。wtht・nd・t・besh・・t…d・

　　　　　　3．　As　regards　the　height　of　the　plants，　the
28．8
　　　　　　　short－day　plot　was　the　tallest，　the　long－day

3°・1　　P1。t…tt。　thi・，　and　the・at…ld・y－1，・gth

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　plot　the　shortest，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．　As　regards　the　relation　between　the　yield
　　　　　　　　　摘　　要　　　　　。f・h，、eed、　a。d・h。1，。9，h。f　d、ylight，　the

　1．菜種農林16号を供試して，それぞれ異なる日長下　　　　short－day　p1Qt　was　the　least　in　output，　the

に栽培して，生育状況並に子震の収穫量に及ぼす日長の　　　　naturai　day－length　plot　next　to　this，　and　the

影響を調ぺた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iong　day　plot　the　most．　It　is　thought　that　tlle

’2。　花蕎形成期並に開花始期は各口長区間に大差はなか　　　　1eastyieldin　theshort　day　plotis　due　to　a

つたが，成熱期においては日長の長い程早まり，1：k育日　　　　decrease　in　the　procluction　of　assimilated　sub一

数が短縮される傾向のあることを認めた。　　　　　　　　　　stances　on　account　of　sl；ort　day　and　the　most

　3．草丈においては短日区が最も．長く，長日区はこれ　　　　yield　in　the　long　day　plot　is　due　to　an

につぎ，自然区においては最も短かかつた。．　　　　　　　　　increase　in　the　production　of　assimilated　sub・
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　　stances　on　account　of　increa＄ed　photosyn－　　　　5．　As　regards　the　percentage　of◎il　content　in

　　thesis　growth　which　have　and　also　due　to　the　　　　　the　seeds，　the　long－day　plot　was　the　hi鱈h㊤st，

　　accelerased　reproducLive　good　effect　on　the　　　　　　　the　natural　day－length　plot　next　to　this，　and

．． 窒奄垂?獅奄獅〟@of　the　seeds．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　short　day　plQt　the　lowest．

，


